
今
年
１
月
臨
時
議
会
　
日
本
共
産
党

の
国
保
税
引
き
下
げ
の
提
案
に
、自
民
・

公
明
は
反
対
理
由
も
示
さ
ず
否
決

01
年
12
月
議
会
　
「
国
保
の
改
善
等

に
関
す
る
請
願
」「
安
心
し
て
利
用

で
き
る
介
護
制
度
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
」
に
公
明
議
員
は
途
中
退
席

し
採
決
に
加
わ
ら
ず

市
政
で
は

地域のみなさんといっしょに実現 昨
年
７
月
　
医
療
費
の
本
人
３
割
負

担
な
ど
健
康
保
険
法
の
改
悪
を
自
民
・

公
明
強
行
採
決

今
年
２
月12

日
　
野
党
が
医
療
費
の

３
割
負
担
凍
結
法
案
を
提
出
。「
や

む
を
得
な
い
と
判
断
」（
公
明
・
神
崎

代
表
）
な
ど
と
自
民
・
公
明
の
与
党

が
審
議
入
り
を
拒
否

国
政
で
は
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Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
の
役
員
も

務
め
、常
に
地
元
の
み
な
さ
ん

と
奮
闘
す
る
さ
じ
さ
ん
。趣
味

の
三
味
線
を
引
き
、学
校
で
演

奏
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
実
績
の一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
市
内
一
周
バ
ス
運
行
の
実

現
と
改
善

●
学
童
保
育
所
の
充
実
。

●
真
嘉
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
セ

ン
タ
ー
の
設
置

●
全
て
の
小
中
学
校
に
ク
ー

ラ
ー
設
置
へ
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日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆

院
議
員
、
仁
比
聡
平
・
紙
智
子
参

院
議
員
は
、
九
月
二
十
八
日
、「
二

〇
〇
五
年
産
さ
と
う
き
び
価
格

と
政
策
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を

農
林
水
産
省
へ
行
な
い
ま
し
た
。

　
生
産
費
を
下
回
る
生
産
者
価

格
が
続
く
な
か
、
さ
と
う
き
び
の

生
産
者
や
国
産
糖
企
業
が
、
意
欲

を
持
っ
て
生
産
に
取
り
組
め
る

所
得
の
確
保
と
経
営
の
安
定
拡

大
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
以
下
、
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
産
さ
と
う
き
び
価
格
と
政
策

に
関
す
る
申
し
入
れ
　
　
　

　
さ
と
う
き
び
は
、台
風
、干
ば
つ
の
常
襲
地
域
で

あ
る
沖
縄
、奄
美
等
の
南
西
諸
島
に
お
い
て
、厳
し

い
自
然
条
件
の
下
で
も
比
較
的
安
定
し
た
収
量

を
確
保
で
き
、農
業
経
営
の
安
定
性
と
高
い
経
済

波
及
効
果
で
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
基
幹

作
物
と
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
、さ
と
う
き
び
は
、

高
齢
者
や
兼
業
者
も
栽
培
に
従
事
で
き
る
な
ど
、

農
村
で
く
ら
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
し
て
い

る
作
物
で
あ
る
と
と
も
に
、土
壌
浸
食
の
防
止
、環

境
保
全
等
へ
の
多
面
的
・
公
益
的
機
能
を
有
し
、安

全
・
安
心
な
国
産
糖
を
消
費
者
に
提
供
す
る
な
ど

の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
さ
と
う
き
び
農
業
及
び
国
産
糖
企
業
は
、南
西

諸
島
の
気
象
、土
壌
条
件
の
な
か
で
代
替
の
き
か

な
い「
生
命
産
業
」と
も
言
わ
れ
、住
民
の
生
活
、雇

用
と
地
域
経
済
、農
村
の
伝
統
文
化
や
集
落
機
能

な
ど
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、生
産
費
を
下
回

る
生
産
者
価
格
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で
生

産
は
伸
び
悩
み
、そ
の
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
さ
と
う
き
び
の
生
産
者
及
び
国
産
糖
企
業
が
、

意
欲
を
持
っ
て
生
産
に
取
り
組
め
る
所
得
の
確

保
と
経
営
の
安
定
拡
大
を
図
る
た
め
に
、下
記
の

政
策
実
施
を
強
く
申
し
入
れ
る
。

（
１
）二
〇
〇
五
年
産
さ
と
う
き
び
生
産
者
価
格
の

決
定
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
費
を
償
い
、
他
産

業
並
み
の
労
働
報
酬
を
保
障
し
て
、さ
と
う
き

び
を
再
生
産
し
発
展
で
き
る
価
格
・
所
得
対
策

を
確
立
す
る
こ
と
。

（
２
）国
産
糖
企
業
の
経
営
安
定
と
国
産
糖
の
安
定

的
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
、国
の
支
援
措
置

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。施
設
整
備
も
事

業
対
象
と
す
る
こ
と
。

（
３
）沖
縄
県
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み「
糖
業
振
興

臨
時
助
成
金
」「
含
み
つ
糖
振
興
対
策
事
業
費
」

に
つ
い
て
は
、継
続
・
拡
充
す
る
こ
と
。鹿
児
島

県
に
つ
い
て
も
適
用
を
図
る
こ
と
。

（
４
）品
質
・
生
産
性
の
向
上
、安
定
的
生
産
の
確
保

と
労
働
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
担
い
手
集
積
、

規
模
拡
大
一
辺
倒
で
な
く
、生
産
の
大
部
分
を

し
め
て
い
る
家
族
・
小
規
模
農
家
な
ど
へ
の
き

め
細
か
い
振
興
策
を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
。

・
水
資
源
の
確
保
及
び
低
コ
ス
ト
の
か
ん
が
い

排
水
施
設
、
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
の
拡
充
・

強
化
。

・
植
え
つ
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
地
域
の
実
情
に

適
し
た
小
型
機
械
化
の
開
発
促
進
、
ト
ラ

ッ
シ
ュ
除
去
装
置
の
開
発
・
導
入
の
推
進

と
機
械
利
用
料
の
負
担
軽
減
。

・
病
害
虫
の
防
除
対
策
及
び
試
験
研
究
の
充
実
・

強
化
。

・
バ
ガ
ス
等
を
利
用
し
た
地
力
増
強
対
策
。

・
地
域
の
実
情
や
土
壌
に
適
し
た
優
良
種
苗
の

育
成
・
普
及
、
種
苗
の
大
量
増
殖
技
術
、

高
品
質
栽
培
技
術
の
導
入
に
よ
る
単
収
増
。

・
高
付
加
価
値
化
や
副
産
物
の
総
合
利
用
な
ど

新
商
品
の
研
究
開
発
促
進
。

（
５
）さ
と
う
き
び
・
国
産
糖
業
の
発
展
を
図
る
た

め
に
、今
年
度
策
定
予
定
の
新
た
な「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」で
は
、さ
と
う
き
び
生
産

の
実
情
・
役
割
を
踏
ま
え
、
甘
味
政
策
を
き
ち

ん
と
確
立
し
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、最
低
生

産
者
価
格
制
度
や
糖
価
調
整
制
度
を
堅
持
し
、

自
給
率
目
標
を
明
記
し
て
、国
の
責
任
に
お
い

て
そ
の
た
め
の
総
合
的
甘
味
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
。

（
６
）Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
は
、大

幅
輸
入
拡
大
に
つ
な
が
る「
上
限
関
税
の
設
定
」

や
、「
関
税
割
当
数
量
の
一
律
的
・
義
務
的
拡
大
」

案
を
阻
止
し
、
自
給
率
向
上
を
め
ざ
し
砂
糖
・

甘
味
資
源
作
物
に
対
す
る
生
産
振
興
の
国
内

支
持
ル
ー
ル
を
講
ず
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　

二
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〇
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年
九
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十
八
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